
はじめに

情報メディアセンター所長　岩田　員典

　本年度も愛知大学情報メディアセンター紀要 COM 49号を無事発刊できました。お忙

しい中投稿していただいた執筆者の方々をはじめ、編集委員や発刊に関わっていただい

た方々にお礼を申し上げます。今号は大学院生からの投稿も含め全4件となっておりま

す。多くの方々にご愛読いただければ幸いです。

　さて、第48号の巻頭言で ChatGPT について触れましたが、今号では論文で「生成AIと

大学教育に関する一考察」というタイトルで社会動向を見据えた利用の方向性などにつ

いて触れられています。参考資料へのリンクもありますので、是非ご一読ください。ま

た、その巻頭言ではハルシネーション（もっともらしい嘘）の例で ChatGPT-3.5 （2024年

1月25日利用）に「愛知大学について教えてください。」と問いかけた結果を示しまし

た。このときは、ほとんどの情報が間違っていたのですが、2024年11月11日に ChatGPT 

-4o mini を利用すると以下のように修正されています。

　愛知大学（あいちだいがく、Aichi University）は、日本の愛知県にある私立大学で、1946年に創立

されました。愛知県の豊橋市に本部があり、名古屋市にもキャンパスがあります。愛知大学は、ビジ

ネスや国際交流を中心とした学問分野を提供しており、学術・文化の交流を大切にしています。

学部・学科

愛知大学は、いくつかの学部を有しており、主に以下のような学科があります：

⒈　国際文化学部

国際的な視野を持つ人材を育成することを目指し、語学や文化、地域研究、国際関係学を学ぶこ

とができます。

⒉　経済学部

経済学の基本的な知識を学びながら、現代経済の問題に対応できる実践的なスキルを養います。

⒊　経営学部

経営学やマーケティング、組織論、戦略論など、ビジネスに必要な知識やスキルを学べる学部で

す。

⒋　法学部

法律や政治に関連する分野を学び、法律に基づく問題解決能力を養います。

⒌　地域連携学部（旧・都市環境学部）

地域社会の発展や環境問題について学び、地域活性化に貢献できる人材を育成します。



　以前は創立年から間違っていたのですが、修正されており、学部も「理工学部、農学

部、環境学部」が含まれていたのがだいぶ直っています。とはいえまだ間違いが含まれ

ていますが、 ChatGPT などは少しの期間で次々と更新されていき、より正しい答えに

近づいていく傾向にあります。

　このように、生成AIをはじめとした最近のコンピュータ関連技術は日々進化していき

ますので、それらの進歩に関した情報を COM を通じて皆様に提供できればと思ってお

ります。

　最後になりますが、早いもので、2024年9月30日を以て情報メディアセンター所長の

第3期目の任期を終えることができました。本来ならば3期でも長く勤めすぎで、交代す

べき時期なのですが、豊橋キャンパスのシステム更新があったり、今後の名古屋校舎の

システムの在り方などについて議論中でもあるため、力不足ながら引き続き情報メディ

アセンター所長を務めさせていただくことになりました。今後も事務スタッフやICT委

員の皆さんの御協力を得ながら努めて参りたいと思っております。よろしくお願いいた

します。
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図 5: left-to-right型 HMMの状態遷移図
（状態数 5の例）

s′ =
⌊

31 × s

maxi{si}
⌋

+ 1 (1)

ここで，床関数により，s′ は 1 ≥ s′
i ≥ 31

となる整数の値しか持たない離散的なシ
ンボル列（要素数 84）となる．つまりこ
れは HMM への入力として利用可能で
ある．また，シンボル列の並びは，画像
で言えば水平走査線の上から順となって
いた．

2.2. 教師なしHMMのトレーニング

次に，典型的なデータから抽出された
特徴量を用いて HMM を教師なしでト
レーニングし，典型的なモデルを得る．
HMMとは確率的な状態遷移と確率的な
シンボルの出力を備えたオートマトン
のモデルである．まず，有限個の状態 qi

が連鎖した系列があり，その中を確率的
に（qi から qj へ確率 aij で）遷移してい
く．遷移のたびに，遷移後の状態 qj が
持つ確率分布 bj(k) に基づいてシンボル
k を 1 つ出力する．このように，遷移を

繰り返しながらシンボル列が出力されて
いく系列を表したものである．従来手法
では，図 5に示すような，単純な left-to-

right型の HMMを利用していた．HMM

のパラメータは，まず状態数を任意に設
定した後，状態遷移確率 aij および出力
確率分布 bj(k) について，Baum-Welch

アルゴリズムを用いてトレーニング用
のデータから推定する．Baum-Welchア
ルゴリズムは，与えられたシンボル列を
用いて，それぞれの状態について前向き
確率と後ろ向き確率をそれぞれ求めなが
ら，EM アルゴリズムによってパラメー
タを推定する手法である．N 個の状態
q = (q1, q2, · · · , qN )を仮定し，与えられ
たシンボル列を s = (s1, s2, · · · , sT )とし
た際の，パラメータ推定の過程を以下に
簡潔に記す．

• 前向き確率の算出
時刻 t において状態 qi にあり，そ
の時刻までに出力されるシンボル列
が s1,t = (s1, s2, · · · , st) となる確率
αt(i)は，次の式で算出する．

αt(i) =
N∑

j=1
αt−1(i)aijbj(st) (2)

• 後ろ向き確率の算出
時刻 t において状態 qi にいると
して，時刻 t + 1 から最後までに
出力されるシンボル列が st+1,T =
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(st+1, st+2, · · · , sT )となる確率 βt(i)

は，次の式で算出する．

βt(i) =
N∑

j=1
βt+1(i)aijbj(st+1) (3)

• パラメータの更新
状態遷移確率 aij および出力確率分
布 bj(k)は，Kroneckerのデルタを用
いて次の式で更新する．

aij ←

T∑
t=1

αt(i)βt+1(j)aijbj(st+1)

T∑
t=1

αt(i)βt(i)

(4)

bj(k) ←

T∑
t=1

δst,kαt(j)βt+1(j)

T∑
t=1

αt(i)βt(i)
(5)

HMM のパラメータ推定に先立って，
その状態数を設定しておく必要がある．
浦田らの報告 15）では，実験結果から今回
の目的に最適な状態数は 2とされていた．

2.3. 対数受理尤度の算出

与えられたシンボル列が，トレーニン
グ済みのモデルに従うものであるかど
うかの度合いを算出することが，異常の
程度を評価することとなる．モデルとの
合致度合いが高ければ平常時のデータ
だとみなすことができ，低ければ異常を

含むデータだと考えられる．HMM では
Viterbiアルゴリズムを用いて尤度の形で
モデルとの合致度合を算出できるため，
その値の対数を用いる．Viterbi アルゴ
リズムでは，時刻 tにおいて状態 qi にい
ることの尤度 f(i, t)を，動的計画法を用
いて次の式で計算する．

f(i, t) = max
j

{f(i, t − 1)ajibj(st)} (6)

これにより，最も可能性の高い状態遷
移系列上での生起確率を通して，受理
尤度が近似される．従来手法では，こう
して得られた尤度関数にて，時刻 T に
おいて状態 qN にいることの対数尤度
log {f(N, T )}を，モデルに対するシンボ
ル列の合致度合とみなしていた．

2.4. 閾値による異常検出

最後に，評価対象のデータから得られ
たシンボル列について，トレーニング済
みの HMMにおける対数受理尤度を計算
し，それがある値（閾値）を下回った場
合に異常として検出する．ここで，典型
的な平常時のデータから得られたシンボ
ル列については，異常として検出されな
い程度に設定する必要がある．
従来手法では，HMM のトレーニング

に用いていない複数の平常時データに
ついて対数受理尤度を算出し，それらの
最小値を異常検出の閾値として設定して
いた．
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3. 従来手法への疑問と再検討

3.1. 背景信号の影響について

第 1 章で述べたように，ELF 帯の観
測信号は様々な要因によるものが重畳し
た状態で得られる．筆者らが着目してい
る地殻活動だけでなく，雷放電，太陽活
動，人間活動などである．ここで，典型的
な平常時の観測信号の時系列波形に見ら
れる日変化および年変化（図 1および図
2は，日本から遠方にて巨大なエネルギー
を伴って放射された電磁波によるものだ
と考えられる．観測地点に依らず，同時
に同程度の大きさで観測されるこの信号
を，筆者らは背景信号と呼んでいる．従
来手法では，この背景信号を平常時デー
タの特徴として扱っていた．しかし，小
さな異常は背景信号に埋もれ，大きな異
常に対しても，その性質を調査する際に
ノイズとなる可能性が高い．この背景信
号を含む場合と取り除いた場合で，異常
検出の結果を比較することが必要だと言
える．

ELF帯の背景信号の除去手法は，以前
に筆者らが提案した9）．その手法の流れ
を，図 6および以下に記す．

1. 複数の地点における観測信号を多変
量データと見なし，ブラインド信号
分離（BSS）アルゴリズム 17）を利用
して源信号を推定する．

Human

Crustal?

Thunder
+crustal?

Thunder

Thunder?

None

5. Identification
etc.4. Elimination

Estimated
background

signal
BSS

(NMF)

3. Background
signal

estimation

2. Ovservation

etc.

Human
activity

Crustal
activity

Thunder
cloud

Background
signal

1. Natural
generation

図 6: 背景信号の除去の流れ

2. 推定された源信号の中から背景信号
によるものを特定する．現行では，
観測信号への寄与の合計が最大のも
のを選ぶ．

3. 各観測信号への寄与を乗算した背景
信号を，各観測信号から減算するこ
とで，観測点固有の信号を得る．

以後，この背景信号除去を適用した信
号を局所信号と呼ぶ．
局所信号の例を図 7および図 8に示す．

これらのグラフは，それぞれ図 1および
図 2に対応するものであり，1 日ごとに
算出した局所信号から作成した．BSSア
ルゴリズムには筆者らが過去に提案した
QL1-NMF 9）を用いた．図 7に着目する
と，日変化がほぼ取り除かれていること
が分かる．図 8に着目すると，度数分布
の範囲が狭まっており，夏季以外では年
変化が抑制されていることが分かる．夏
季には雷雲が多く発生し，それらに起因
する電磁波はその近隣の地域のみで観測
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図 7: 局所信号の例（図 1に対応）

図 8: 局所信号の度数分布をマップ表示
した例（図 2に対応）

できることから，それらが取り除かれず
局所信号となった可能性が考えられる．

3.2. 特徴量の抽出について

局所信号から異常検出を行う際の注意
点としては，特徴量の抽出を 1 日ごと
のデータで行えるように，手法を変更す
る必要があることである．過去の経験か

図 9: 変更後の特徴量抽出の流れ（14日
間画像から 1日間分を切り出し）

ら，背景信号除去に置いて，観測信号に含
まれる源信号の数を制限しつつ，分離に
必要なデータ量を賄うに適した単位が，
1 日ごとであったためである．また，そ
のように推定された局所信号は，BSSが
持つバイアスの不定性から，日付が変わ
る部分で不連続の状態となる．2 日間分
を切り出した画像から度数分布を求める
と，性質の異なるものを混ぜてから特徴
を見ることとなり，目的と合致しない．
そこで筆者らは，波形画像からの特徴量
抽出の流れを，図 9に示すように 14日間
画像から 1日間分を切り出す形に変更す
る．もちろん，HMM のトレーニングも
改めて行う必要がある．従来手法では，
特徴量をシンボル列とする際に，0 から
31の整数列になるよう式 (1)で正規化を
行っていた．しかし，物理的な理由や統
計的な理由が明確とはいえない処理であ
り，個々のデータへの依存性が強く，デー
タに含まれる情報を歪める恐れがある．
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ここで，sの各要素の最大値は，2日間分
を切り出す場合で 67，1日間分を切り出
す場合で 34 となるが，実際の値では 32

以上となる場合が少なかった．正規化前
の sをそのままシンボル列とした場合の
検討も必要だと言える．
シンボル列については，もう 1点，検討
が必要な事項がある．従来手法では，単
純に画素の位置情報に基づいて，上から
順の並びとしていた．しかし，HMM は
状態遷移を伴い，対数受理尤度の算出に
動的計画法を用いるものであるため，シ
ンボルをどのような順序で与えるかは重
要である．そして，その順序には，物理
的あるいは統計的な意味合いなど，何ら
かの理由付けができるものが望ましい．
今回の場合，シンボル列が物理量（磁界
強度）の度数分布に準ずるものであり，
分布の下限である 0 [pT]が下側であるこ
とから，下から順の並びについても検討
が必要だと言える．

3.3. HMMの拡張と状態数について

本論文では従来手法より拡張した
HMM を用いる形に手法を変更する．
状態数 5 の例を図 10に示す．拡張前の
HMM（図 5と比較して，右側への遷移に
スキップを許容した柔軟なモデルになっ
ている．これは拡張前の HMMを包含す
るものであるため，本論文では拡張の有
無について詳細な検討を行わない．

a11 a22 a33 a44 a55

q 1 q 2 q 3 q 4 q 5

b 1(k) b 2(k) b 3(k) b 4(k) b 5(k)

a12 a23 a34 a45

a15

a13 a24 a35

a14 a25

図 10: 拡張 left-to-right型 HMMの状態
遷移図（状態数 5の例）

状態数について，浦田らの報告 15）では
2 が最適とされていた．しかし，本論文
ではデータおよびモデルの変更を伴うた
め，今回の目的に最適な状態数は改めて
検討する必要がある．

3.4. 異常検出の閾値について

従来手法では，HMM のトレーニング
に用いなかった複数の平常時データにつ
いて対数受理尤度を算出し，それらの最
小値を異常検出の閾値として設定してい
た．しかし，トレーニング用データを削
減することは，モデルの妥当性を失わせ
る．また，少ないサンプルから閾値を決
定することは，結果の信頼性を失わせる．
そこで筆者らは，トレーニングに用いた
データ全てを用いて閾値を設定する形を
とる．閾値の具体的な候補は，従来手法
に準拠すれば最低値であり，異常検出の
慣例であれば，平均と標準偏差からなる
μ − 2σ である．
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3.5. 再検討事項のまとめ

本章で述べた，再検討が必要な事項に
ついて，以下にまとめる．なお，以降は
各箇条書きの末尾の形で略記する場合が
ある．

(A) 取り扱う画像データ
(1) 14 日間分の観測信号の波形
画像から 2 日間分を切り出し
（RAW-2d）

(2) 14 日間分の局所信号の波形
画像から 1 日間分を切り出し
（BSE-1d）

(B)特徴量の正規化
(1) 行う（s′）
(2) 行わない（s）

(C)シンボル列の順序
(1) 画像の上から順（H2L）
(2) 画像の下から順（L2H）

(D)拡張した HMMの状態数
(E) 異常の検出閾値

(1) 全トレーニング用データから算
出した対数受理尤度の最小値

(2) 全トレーニング用データから算
出した対数受理尤度の μ − 2σ

4. コンピュータシミュレーション実験

4.1. 実験条件

まず，典型的な平常時の ELF 帯磁界
データを模した，14 日間分の信号を 80

個生成した．そのうちの 40 個をトレー
ニング用データとして扱い，残りの 40

個を異常検出の対象用データとして扱っ
た．異常検出の対象用データのうちの 20

個には，それぞれ異常信号を加えたもの
も用意した．異常信号は，継続期間につ
いて約 1日間，約 2日間，約 3日間の 3通
り，大きさについて小，中，大の 3通りを
組み合わせた 9通りをデータごとに用意
した．それらを画像化した例を図 11に示
す．それぞれ，縦軸は振幅，横軸は日数
に相当する．加算した異常信号は，図の
ようにバイアスが継続期間において山な
りに変化する形とし，ほとんどの日に含
まれるように異常信号どうしの時間間隔
を空けてある．これらのうち，0.06[pT]

以上の異常信号が 45 分間分以上含まれ
る日を，異常日として設定した．これは，
振幅も時間も画像化した際に 1[px] 分に
相当する最低値に基づいている．
続いて，生成された信号について，1日

間ごとに背景信号除去を適用した状況を
模して局所信号を生成した．それらの例
を図 12に示す．トレーニング用データと
異常検出の対象用データの振り分け，お
よび異常日の設定は，背景信号除去前の
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(a) 生成した平常時の信号（3個分） (b) 約 1日間の異常信号を加算
（上から小中大）

(c) 約 2日間の異常信号を加算
（上から小中大）

(d) 約 3日間の異常信号を加算
（上から小中大）

図 11: 生成した 14日間分の信号の例

ものと対応する形とした．

4.2. 偽陽性（誤検出）についての検証

こうして作成された画像データを用い
て，HMM のトレーニングや異常検出実
験を行った結果を比較する．表 1から表

4に，偽陽性（誤検出）の割合を示す．こ
れらの表は，利用した画像データと閾値
がそれぞれ異なっている．「RAW-2d」が
付記されているものが 14 日間分の生成
信号を画像化し 2日間分を抜き出した場
合，「BSE-1d」が付記されているものが
14日間分の局所信号を画像化し 1日間分
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(a) 生成した平常時の信号（3個分） (b) 約 1日間の異常信号を加算
（上から小中大）

(c) 約 2日間の異常信号を加算
（上から小中大）

(d) 約 3日間の異常信号を加算
（上から小中大）

図 12: 生成した局所信号の例（図 11に対応）

を抜き出した場合である．また，閾値を
最小値とした場合とμ − 2σとした場合で
も分けている．表中のシンボル欄は，正
規化を行ったものを「s′」，行っていない
ものを「s」でまとめ，順序欄はシンボル
列の順序が上から順のものを「H2L」，下
から順のものを「L2H」として分けてい

る．状態数は，HMM をトレーニングさ
せる際に設定した値である．
各表から分かる傾向として，閾値は最

小値の方が，誤検出率が低いことが挙げ
られる．これは，検出の条件がより厳し
いためである．また，順序は H2L の方
が，多くの場合において誤検出率が低い
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表 1: 偽陽性（誤検出）の割合
（データ：RAW-2d，閾値：最小値）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
L2H 1.2 0.8 0.4 1.2 1.2 0.4 0.0

s
H2L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
L2H 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

表 2: 偽陽性（誤検出）の割合
（データ：BSE-1d，閾値：最小値）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
L2H 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

s
H2L 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
L2H 0.9 0.8 0.9 0.8 0.9 0.8 0.9

表 3: 偽陽性（誤検出）の割合
（データ：RAW-2d，閾値：μ − 2σ）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 2.3 2.3 2.3 1.9 1.9 1.9 1.9
L2H 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 1.9

s
H2L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
L2H 1.5 1.5 1.5 1.2 1.2 1.5 0.8

表 4: 偽陽性（誤検出）の割合
（データ：BSE-1d，閾値：μ − 2σ）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9
L2H 0.9 1.9 1.9 2.5 2.1 3.2 3.6

s
H2L 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 3.0
L2H 3.0 2.3 2.5 2.8 3.6 2.5 3.4

ことが分かる．その原因は定かではない
が，H2Lの場合はシンボル列の冒頭で 1

（赤いピクセルの数が 0）が連続しやすく，
その後緩やかにシンボルの値が増加する
ため，left-to-right型のモデルで追従しや
すかった可能性がある．
他に分かる傾向として，RAW-2dの場

合は s′ の方が，BSE-1dの場合は sの方
が，誤検出率が低いことが挙げられる．
ここで，RAW-2dの場合は正規化によっ
て実質的なシンボルの種類が減ること
も多く，逆に BSE-1dの場合は正規化に
よって実質的なシンボルの種類が増える
ことが多い．つまり，シンボルにはある
程度の制限があった方が良いことを示唆
している可能性がある．
一方，状態数については，いずれも明

確な傾向が見られなかった．本来，状態
数が多い方が複雑なモデルに対応できる
が，計算コストが高くなるだけでなく，
過学習に陥りやすくなるという欠点もあ
る．従来手法の通り，状態数は 2で十分
な可能性がある．

4.3. 偽陰性についての検証

さて，誤検出が生じること自体は，地
殻活動など危険を検出するシステムとし
て深刻な問題ではない．トレードオフと
なる偽陰性（見逃し）が多数生じる方が
深刻な問題となる．偽陰性（見逃し）の
割合を表 5から表 8に示す．表の並びや
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見方は表 1から表 4と同様である．
各表から分かる傾向として，閾値は

μ − 2σの方が，見逃し率が低いことが挙
げられる．これは，検出の条件がより緩
いためである．また，RAW-2d と BSE-

1d を比較すると，いずれのケースにお
いても BSE-1dの方が，見逃し率が低く
なっている．つまり，切り出し幅を 1日
まで短くしても，背景信号除去が見逃し
を減らしていると言える．
シンボルについては，ほとんどのケー
スにおいて s の方が，見逃し率が低く
なっている．これは，前述した「シンボ
ルの種類には制限があった方が良い可能
性がある」とは異なる状況であるが，見逃
し率の観点からは，正規化が情報を歪め
ている可能性を示唆している．また，シ
ンボル列の順序については，ほとんどの
ケースにおいて L2Hの方が，見逃し率が
低くなっている．前述の誤検出に関して
の結果を含め，L2Hの方が検出の感度を
上げる傾向があることを示唆している．
状態数については，いずれも明確な傾
向が見られなかったが，比較的パフォー
マンスが良いのが 4～6 であった．状態
数が 1だけ異なることが深刻な差を生む
とは考えにくいため，この実験において
十分な状態数は 5だと結論付ける．
これらの結果を受け，異常検出手法を
見直すと，状態数 5 の HMM に BSE-1d

から得られたシンボル列 s を L2H で与
え，μ − 2σ を閾値とする形が，最良の修

表 5: 偽陰性（見逃し）の割合
（データ：RAW-2d，閾値：最小値）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 9.9 9.9 9.9 11.8 11.9 11.9 11.9
L2H 8.4 8.3 8.3 7.9 7.9 8.0 10.6

s
H2L 8.6 8.6 8.6 8.6 11.2 11.2 11.2
L2H 7.3 7.0 7.0 6.2 6.2 6.5 7.8

表 6: 偽陰性（見逃し）の割合
（データ：BSE-1d，閾値：最小値）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4 5.4
L2H 5.2 5.3 5.2 5.1 5.2 5.1 5.4

s
H2L 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
L2H 3.9 5.0 3.8 3.9 4.1 4.0 3.9

表 7: 偽陰性（見逃し）の割合
（データ：RAW-2d，閾値：μ − 2σ）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 6.8 6.8 6.8 8.3 8.2 8.2 8.4
L2H 6.6 6.2 6.2 6.2 6.1 5.9 7.1

s
H2L 5.3 5.2 5.2 5.2 6.3 6.3 6.2
L2H 4.6 4.4 4.3 3.9 3.9 4.1 4.4

表 8: 偽陰性（見逃し）の割合
（データ：BSE-1d，閾値：μ − 2σ）
シン

順序
状態数に対する誤り率 [%]

ボル 2 3 4 5 6 7 8

s′ H2L 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1 4.1
L2H 4.1 3.4 3.3 3.3 3.1 3.0 3.0

s
H2L 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8
L2H 2.8 2.7 2.9 2.8 2.5 2.5 2.6
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正候補だと言える．ただし，実際の ELF

帯磁界データでも同様である保証はない
ため，実際の信号に対しては，いくつか
の候補について検討が必要だと言える．

5. ELF帯磁界データへ適用した例

前章で述べたように，コンピュータシ
ミュレーション実験でのパフォーマンス
が，実際の信号でも同様となる保証はな
い．そこで，下記に示す候補について比
較を行う．

• Type-A: RAW-2d, s′, H2L, 状態数 2

• Type-B: RAW-2d, s′, H2L, 状態数 5

• Type-C: RAW-2d, s, L2H, 状態数 5

• Type-D: BSE-1d, s, L2H, 状態数 5

Type-A と Type-B の違いは状態数，
Type-B と Type-C の違いはシンボルと
その順序，Type-CとType-Dの違いは背
景信号除去となっている．
実際の ELF 帯磁界データから算出し
た対数受理尤度のグラフを図 13に示す．
宮城県栗原市の 2001年から 2003年まで
のデータに，それぞれ (a) Type-A から
(d) Type-Dの条件の下で求めた．各グラ
フの横軸は時間であり，目盛が月，上中下
段が年の推移である．また，青色のマー
クが東西方向，朱色のマークが南北方向
のデータのものである．対数受理尤度で
あるため，値が小さい方がモデルとの合

致度が低い，つまり異常性が高いことを
表している．
グラフより，Type-AからType-Cはほ

ぼ同様となっていることが分かる．6 月
から 9月の値が小さく，閾値にもよるが，
異常として検出されやすい状態である．
一方，Type-Dについては，6月から 9月
も含めて全体的に値が 0付近に近づいて
いる．とはいえ，小さな値を維持してい
る日もあるため，中間的な値が減ってグ
ループが分かれた状態と言える．Type-

Cとの比較から，これは背景信号除去に
よる効果だと言える．

Type-Aと Type-Dについて，宮城県栗
原市の 2001 年 7 月 31 日から 8 月 26 日
までの東西方向のデータを図 14に示す．
上から (1)観測信号，(2)局所信号，(3)対
数受理尤度である．(3)について，青色の
「×」マーカーと一点鎖線はType-Aによ
るもので，一点鎖線は閾値（上側が最小
値，下側が μ − 2σ）である．朱色の「＋」
マーカーと破線は Type-Dによるもので
ある．この期間中の 2001年 8月 14日に
青森県東方沖でM6.4 の地震が発生して
おり，検出された異常と関連している可
能性がある．
対数受理尤度が閾値以下となる日の多

くは，Type-A と Type-D で共通してい
る．しかし例えば，8 月 6 日は Type-A

でのみ異常と判定されている．8 月 6 日
の観測信号には異常が含まれているよう
には見えない．これは，Type-A が 2 日
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(a) Type-A (b) Type-B

(c) Type-C (d) Type-D
図 13: ELF帯磁界データの対数受理尤度の例（宮城県栗原市，2001年～2003年）

青色が東西方向，朱色が南北方向の値
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(a) 2001年 7月 30日～8月 12日 (b) 2001年 8月 13日～8月 26日

図 14: 地震前後のデータと異常評価（宮城県栗原市・東西方向）
2001年 8月 14日に青森県東方沖でM6.4の地震が発生

(a) 2015年 4月 14日～4月 27日 (b) 2015年 4月 28日～5月 11日

図 15: 地震前後のデータと異常評価（神奈川県湯河原町・南北方向）
2015年 5月 6日に箱根山噴火警報が発令

間の切り出し画像から特徴量を抽出して
いるため，前日に含まれている異常に反
応したものだと考えられる．また，8 月
10 日と 14 日は Type-D でのみ異常と判

定されている．両日とも昼間の観測信号
に大きな上昇がみられるため，異常とし
て検出される方が望ましい．背景信号除
去後の特徴量を学習時および評価時に用
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いたことで，異常を見逃しにくくなった
と言える．

2015 年の 8 月 6 日に箱根山噴火警報
が発令された．これに関連している可能
性のある異常が，神奈川県湯河原町の南
北方向のデータに表れていた．それらを
図 15に示す．図の見方は図 14と同様で
ある．
対数受理尤度が閾値以下となる日のう
ち，Type-A と Type-D で異なっている
ものに着目する．例えば，4 月 18 日は
Type-D でのみ異常と判定されている．
同日には短時間の外れ値が 2回観測され
ており，これを捉えたものと考えられる．
地殻活動に関係のある異常は長時間であ
ると考えられているため，これは誤検出
だと言える．一方，7月 29日や 8月 6日
も Type-Dでのみ異常と判定されている
が，こちらは長時間であることから，異
常として検出される方が望ましい．
他に検出される方が望ましかった異常
としては，4月 27日のものがある．Type-

D でも，閾値を μ − 2σ とした場合には
検出されない．閾値に関するさらなる調
査・検討の必要性を示唆するとともに，
異常検出手法の単独運用の限界を示唆し
ていると言える．

6. まとめ

本論文では，伊藤および浦田らによっ
て提案された，教師なし HMMに基づい

て ELF 帯磁界の波形画像から異常検出
する手法について再検討を行いつつ，そ
の改善を図った．具体的には，背景信号
除去の有無とそれに付随する切り出し区
間の変更，特徴量の正規化の有無，シン
ボル列の順序，HMM の状態数，異常の
検出閾値について再検討を行った．コン
ピュータシミュレーション実験より，主
に偽陰性（見逃し）を減らす場合は，背景
信号除去あり，特徴量の正規化なし，シン
ボル列は画像の下から順，状態数は 5と
いう形に手法を変更することが効果的で
あることが示唆された．また実際の ELF

帯磁界データを用いた実験を通して，手
法の改善とともに，背景信号除去の有用
性を確認した．
今後の課題としては，閾値に関するさ

らなる調査が必要と考えられる．その
際，誤検出と見逃しはトレードオフの関
係であるため，運用上の望ましさを含め
て検討する必要がある．一方で，教師な
し HMM に基づいて ELF 帯磁界の波形
画像から異常検出する手法の限界が示唆
されていること，および，近年は ELF帯
磁界データが得られなくなってきている
ことから，これまでと異なる公開データ
を利用した異常検出手法についての研究
を模索する必要もある．
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研究ノート

Unity を利用した PLATEAU 導入と活用方法

新村 裕太（愛知大学大学院 経営学研究科）
岩田 員典（愛知大学 経営学部）

要旨
PLATEAU（プラトー）とは、2020年より国土交通省が推進している、3D都市モデルの整備・

活用・オープンデータ化のリーディングプロジェクトである。この PLATEAU のデータは様々

な用途に活用できる可能性を持つが、莫大なデータ量のため、使用する PC に高いスペックが

求められることや、ダウンロードに時間を要したり、ストレージ容量が必要であるなどの問題が

あった。これらの問題は、「PLATEAU SDK for Unity」を使用することで解決することができ

る。この SDK を使用すると、前述したような問題を軽減しつつ、PLATEAU の豊富なデータ

を使用して、現実世界のアプリケーションの開発や、都市シミュレーションの開発が可能となる。

そこで本稿では、PLATEAU と Unity の解説をした後、PLATEAU SDK for Unity の導入方

法とそのメリットや活用について述べる。

キーワード： PLATEAU, Unity, 3D都市モデル

1. はじめに

PLATEAU（プラトー）1, 2）とは、2020

年より国土交通省が推進している、3D都
市モデルの整備・活用・オープンデータ
化のリーディングプロジェクトである。
この PLATEAU のデータは様々な用途
に活用できる可能性を持ち、無料公開
されているオープンデータである。し
かし、莫大なデータ量のため、使用す
る PC に高いスペックが求められること
や、ダウンロードに時間がかかり、大量
のストレージを必要とすることなどが問
題となっていた。このような問題を解決

するため、国土交通省とシナスタジアが
開発・公開したオープンソースのツール
が「PLATEAU SDK for Unity」 3）であ
る。従来の PLATEAU では、都市モデ
ルのデータが 100区画単位で 1つのデー
タとなっていたため、使用したい範囲次
第では必要以上にデータをダウンロード
する必要があり、容量の消費が数 GB単
位でかかっていた。しかし、PLATEAU

SDK for Unityでは、必要な範囲の区画
だけ選択してインポートすることが可能
である。このことによって、必要最低限
の容量で PLATEAU を使用することで
きる。したがって、必要な容量が少なく
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なり、PC の要求スペックも下げること
ができる。また、Unity 内で PLATEAU

を使用することができるようになるた
め PLATEAU の豊富なデータを使用し
て、現実世界のアプリケーションの開発
や都市シミュレーションの開発が可能と
なる。
そこで本稿では、PLATEAU と Unity

の解説をした後、PLATEAU SDK for

Unity の導入方法とその活用について
述べる。

2. PLATEAUとは

PLATEAUの公式サイト 1, 2）では、そ
の概要として「都市活動のプラットフ
ォームデータとして 3D 都市モデルを整
備し、ユースケースを創出。そのデータ
をオープンデータとして公開すること
で、誰もが自由に都市のデータを引き出
し、活用できるようになります。」と説
明されている。PLATEAU のデータは
CityGML という国際規格に基づいた形
式で記述されており、従来のような形の
みを 3D データ化したモデルではなく、
BIM（ビルディング・インフォメーショ
ン）モデルのように建築物や都市計画、
土地利用、道路、橋などの属性情報も格
納されているため、都市計画や防災、気
流や電波などのシミュレーションなど、
様々な用途に活用することができると考
えられている。

3. Unityとは

Unity 4, 5）とは、Unity Technology社
が提供している、無料利用も可能な開
発プラットフォームである。Unity は、
ゲーム制作を中心に建築、自動車業界
でも使われている。Unity を使用するこ
とで、2D・3D ゲームが簡単に作成する
ことが可能で、小さなインディーズゲー
ムから大手ゲームスタジオの大作まで、
幅広いプロジェクトに利用されている。
また、Unity はパソコン、家庭用ゲーム
機、スマートフォンなどさまざまな環境
で動作するゲームを作成することがで
き、有名な作品である『Pokémon GO』
や『Fall Guys』なども、Unity で制作さ
れている。今では全世界のスマートフォ
ンゲームのうち 50% 以上が Unity で作
成されていると言われており、世界的に
人気な開発プラットフォームとなってい
る。そのほか、他者が開発したアセット
を追加できる「Unity Asset Store」によ
り、PLATEAU のようなオープンソー
スのツールキットを利用することもで
きる。

4. PLATEAU SDK for Unity の導
入方法

本章では、Unity のインストールや開
発環境の構築 6）から、PLATEAU SDK

for Unity 7）の導入方法までを述べる。
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図 1: Unity Hub でのライセンスの確認

4.1. Unity のインストール

1. Google などのサーチエンジンで
「Unity Hub」と検索

2. 公式サイトから使用している OSに
あった「Unity Hub」をダウンロード

3. ダウンロードした「UnityHubSetup」
を起動

4. 「UnityHubSetup」の手順に従って
「Unity Hub」をインストール

5. 「Unity Hub」を起動
6. アカウント画面から「Unity ID」を
作成してログイン

7.「環境設定（画面左上の歯車マーク）」
→「Appearance」→「Language」か
ら「日本語」を選択

8.「環境設定」→「ライセンス」→「追
加」から「無料の Personalライセン
スを取得」を選択してライセンスを
アクティブ状態にする（図 1）

4.2. PLATEAU SDK for Unity の
インストール

1. Google などのサーチエンジンで
「Unity Asset Store」と検索

2. アカウント画面から「Unity ID」を
入力してログイン注 1）

3. 「Unity Asset Store」内 で
「PLATEAU SDK for Unity」
と検索
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図 2: PLATEAU SDK for Unity のバージョンの確認

4.「PLATEAU SDK for Unity」のペー
ジを開いて「マイアセットに追加す
る」を選択（図 2）

5.「PLATEAU SDK for Unity」のペー
ジ内で「PLATEAU SDK for Unity」
の対応バージョンを確認（図 2）

6. 「Unity Hub」を開く
7. 「インストール」→「エディターを
インストール」を選択

8. 「PLATEAU SDK for Unity」の対
応バージョンのエディターをインス
トール（日本語にしたい場合は、日
本語パックも同時にインストール）

9. 「新しいプロジェクト」→「エディ
ターのバージョン」を先程インス
トールした推奨バージョンに変更

10. 「すべてのテンプレート」の設定画
面から「3D」を選択

11. 「プロジェクト名」を任意に変更し
て「プロジェクトを作成」を選択

12. メニューバーから「Window」→
「Package Manager」を選択

13.「Package Manager」に「PLATEAU

SDK for Unity」を追加
14. 「PLATEAU SDK for Unity」をダ
ウンロードしてからインポートする

4.3. PLATEAU SDK for Unity で
の都市データのインポート

1. 「Unity」を開く
2. メニューバーから「PLATEAU」→
「PLATEAU SDK」を選択

3.「インポート」→「サーバー」→「デー
タセットの選択」にある「都道府県」
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図 3: PLATEAU SDK for Unity での範囲選択

欄を使用したい都道府県に変更
4. 「データセット」欄を使用したい都
市に変更

5. 「基準座標系の選択」欄から都市が
属する場所として近いものを選択

6. 都市モデルのインポート範囲を選択
（図 3）

7.「地物別設定」欄を任意の設定に変更
8. 「基準座標系からのオフセット値」
欄を任意の設定に変更

9. 「モデルをインポート」を選択して
インポートが完了するまで待つ

5. PLATEAU SDK for Unity のメ
リット

PLATEAU SDK for Unity の一番のメ
リットとして、インポートする 3D 都市
モデルのデータ容量が挙げられる。従来

のやり方では、公式ページ 8）から市町
村や区ごとに分かれた大容量の 3D 都市
モデルをダウンロードし、かなりの手間
や時間をかけて Unityなどへインポート
する必要があった。その点を PLATEAU

SDK for Unity では、図 3のように 5 次
メッシュ (250 m × 250 m)から任意の個
数を指定して、Unity 内でダウンロード
とインポートができるため、必要な分だ
け範囲を選択することで手間や時間、シ
ミュレーションにかかる負荷も大幅に
軽減することが可能になった。仮に必
要な範囲を名古屋駅周辺とする場合、従
来のやり方で 3D都市モデルのデータを
ダウンロードすると、名古屋市だけでも
ZIP ファイルの状態で合計で約 8.8 GB

にもなってしまうが、PLATEAU SDK

for Unityで範囲を選択してダウンロード
すれば、インポートの手間を省ける上に
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約 1.7 GB に抑えることができる。

6. PLATEAU SDK for Unity の活
用方法

PLATEAU SDK for Unityの活用方法
として、都市計画の立案やシミュレー
ション、災害や犯罪の対策が挙げられる。
PLATEAU を活用することで、これまで
都市計画の作成にかかっていた時間の短
縮に繋がり、都市計画の立案だけでなく
シミュレーションや分析なども可能にな
る 9）。また、PLATEAU では都市モデ
ルを 3D で再現しているため、災害によ
る被害を可視化できるほか、建物の死角
などを見つけ出して防犯の対策などの分
析にも使用できる。

7. まとめと今後の課題

PLATEAU SDK for Unity によって、
PLATEAU を利用する際に問題だった
PC に高い要求スペックが求められる点
や、ダウンロード時間・ストレージ容量
などがかなりかかってしまう点を軽減
しつつ、PLATEAU の豊富なデータを
使用して、現実世界ベースのアプリや都
市シミュレーションを開発可能となっ
た。この PLATEAU を活用することで
都市計画の立案やシミュレーション、災
害や犯罪の対策も可能になる。これまで
都市計画の作成にかかっていた時間の

短縮に繋がり、都市計画の立案だけでな
くシミュレーションや分析なども可能に
なる。また、PLATEAU では都市モデル
を 3D で再現しているため、災害による
被害を可視化できるほか、建物の死角な
どを見つけ出して防犯の対策などの分析
にも使用できる。今後の課題は、実際に
PLATEAU SDK for Unityの環境内にド
ローンを実装して、3D 都市モデルを活
かしたシミュレーションを行うことで
ある。
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センターだより

１.　ICT 委員会　会議報告

　愛知大学情報メディアセンターの事業および運営は、ICT企画会議のもと、三校舎合
同のICT委員会を設置し、豊橋および名古屋（車道メディアゾーン含む）情報メディアセ
ンターの事業を推進する。　　　　　　　　　　　   （2023年10月から2024年９月まで）

2023年度
◇第３回11月30日
議題：
1.　2024年度情報メディアセンター開館

カレンダーについて
2.　2024年度予算申請について
3.　その他

協議・報告：
1.　車道校舎コア・ディストリスイッチ更

新に伴う2/25のインターネットおよび
車道校舎ネットワーク停止について

2.　2024年度版Moodleサーバーの4.1xへ
のバージョンアップについて

3.　その他

2024年度
◇第１回６月30日
議題：
1.　所長改選について
2.　COM編集委員選出について
3.　その他 

協議・報告
1.　2023年度事業報告書について
2.　2024年度事業計画書について
3.　2024年度新規予算案件について
4.　メディアゾーンの授業利用について
5.　2025年度メディアセンター開館時間について
6.　名誉教授のメールアカウントの運用について
7.　その他

◇第２回７月22日～26日（メール会議）
議題：
1.　ユーザーID利用内規の改正について

◇第３回７月25日～30日（メール会議）
議題：
1.　全学認証システム更新について

◇第４回８月22日～30日（メール会議）
議題：
1.　教育研究PC更新2024について
2.　ファイアウォール更新およびSOCサ

ービスについて

◇第５回９月６日
議題：
1.　情報セキュリティ部会委員選出について
2.　2025年度メディアセンター開室時間について
3. 私立大学情報教育協会（私情協）の脱

退について

協議・報告
1.　学生の推奨ノートパソコンの環境について
2.　全学認証システム更新について
3.　教育研究PC更新について
4.　ファイアウォール・SOC更新について
5.　その他
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２．情報メディアセンター主催行事

◆名古屋校舎

◆豊橋校舎

◆車道校舎：主催行事なし

（2023年10月～2024年９月）

開　講　日 講　習　会　名 教室 参加人数

2023年10月24日（火） Word講習会・卒論編 L712 ３人

2023年11月27日（月） Word講習会・卒論編 L713 ２人

2023年12月13日（水） Excel講習会・関数編 L713 ２人

2024年４月５日（金） 新入生向けパソコン利用ガイダンス W402 14人

2024年５月13日（月） PowerPoint講習会 L711 ４人

2024年５月23日（木） Word講習会・レポート編 L710 22人

2024年５月29日（水） Word講習会・レポート編 L713 ４人

2024年６月11日（火） PowerPoint講習会 L711 ３人

2024年６月26日（水） Word講習会・レポート編 L710 ２人

2024年７月10日（水） Word講習会・卒論編 L712 ２人

2024年９月27日（金） Word講習会・卒論編 L710 18人

開　講　日 講　習　会　名 教室 参加人数

2023年11月８日（水） Excel2021講習会　関数応用編 423教室 ２人

2023年11月14日（火） Excel2021講習会　ピポットテーブル編 423教室 ２人

2024年５月10日（金） Word2021講習会　初級編 421教室 ２人

2024年５月14日（火） Excel2021講習会　初級編 421教室 １人
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３．2023年度Moodle（LMS）運営業務報告

1. Moodle講習会

第38回Moodle講習会

Moodleの利用促進および遠隔授業サポートのため、Moodle講習会を以下の通り実施した。

校舎 開催日時 場所
豊橋

2024年３月14日２・３限
４号館421教室

名古屋 厚生棟W402教室

名古屋校舎 情報システム課 　　　  水谷（内線：20560）

豊橋校舎 情報システム課豊橋分室　宮部（内線：1532）

　 　　

講習会に関するお問い合わせ先

E-mail：moodlestaff@ml.aichi-u.ac.jp

お問い合わせ先 E-Mai l 

Moodle

日時　

2024年度版Moodle説明会

その他

講　師

利用者向け相談会

●操作方法説明

名古屋校舎：運営堂
　
森野誠之

豊橋校舎：株式会社コネクティボ　内田広幸

※事前登録の必要はありません。直接教室までお越しください。
※当日は教員向けマニュアルを配布いたします。

場所

3/14 2・3限

2024年度版Moodleの変更点、教材配布（ファイルアップロード）、
レポート課題、フォーラム、小テスト、アンケート、クイックメールなど

・常駐サポート、メディアセンターサポート

コースの開設や教材の掲示をはじめ、Moodle の設定から使用方法の説明まで、

メディアセンター職員や専門スタッフがお困りごとに対応します。

パソコンが苦手な先生方にも安心してお使いいただくことができます。

すでに利用している教員向けの相談会です。

Moodleの操作や授業での利用方法について困っていることなどを

お気軽にご相談ください。入退室は自由です。

初心者向け講習会

利用者向け相談会

名古屋 校舎　厚生棟　W402教室 
豊　橋 校舎   ４号館　421教室

●サポート体制、マニュアル設置場所の紹介

1

2

3

4

5

6

名古屋校舎 豊橋校舎10:45～ 11:00～

名古屋校舎 豊橋校舎13:00～ 13:20～

Moodle講習会は少人数でゆっくり進めていきますので、まだ使ったことがない方、
使い始めの方にピッタリです。既に使いこなされている方は、質問だけのご参加でも
構いません。申込などは不要ですので、お気軽にお立ち寄りください。

ご質問・ご意見を

お寄せください

講習会のお知らせ！

木

2限

3限

第38回
教員向け

※オンラインでの開催はありません
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2. Moodle利用状況
（A） コース利用状況

　運用開始15年目の2023年度も、2022年度に続き全ての授業についてコース作成をす
ることとなった。春学期・秋学期・通年の内訳は異なるが、コース合計は昨年と同数
だった。

カテゴリ
2023年度利用コース数

春学期 秋学期 通年 合計
共通教育科目（名古屋）〈法・経済・経営・現中・国際〉 428 403 ３ 834
共通教育科目（豊橋）〈文・地域・短大〉 258 253 １ 512
法学部 83 83 39 205
経済学部 69 76 62 207
経営学部 168 139 32 339
現代中国学部 172 162 ６ 340
国際コミュニケーション学部 184 201 11 396
文学部 214 229 21 464
地域政策学部 134 139 ８ 281
短期大学部 70 75 １ 146
大学院 72 103 116 291
法科大学院 56 50 ２ 108
資格課程 82 84 17 183
協定留学生日本語コース 12 15 ０ 27
自習用教材 ０ ０ 38 38
ヘルプ ０ ０ ４ ４
その他 ０ ０ 13 13
合計 2,002 2,012 374 4,388
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2023年度　学内・学外からのログイン数・活動数推移（月別）

（B） サイトアクセス状況
　2023年度は秋学期より、新型コロナウイルス感染防止に関する時限的等措置が終了
した。それに伴い、2022年度と比較して対面授業による割合が増加したことにより、
総ログイン数および総活動数が減っている。学内・学外を合わせた総ログイン数は前
年比約89%、総活動数は前年比約85%となった。

  3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計 平均

2021年度

総ログイン数（学内） 769 33,432 25,885 26,803 30,282 1,781 9,686 28,122 28,240 25,015 9,977 761 220,753 18,396

総ログイン数（学外） 6,384 381,959 550,583 557,142 497,146 49,916 374,894 460,258 358,565 346,202 258,510 14,112 3,855,671 321,306

総活動数（学内） 12,383 711,677 719,977 632,517 785,147 120,347 251,019 686,218 581,506 543,247 266,535 33,871 5,344,444 445,370

総活動数（学外） 126,897 6,578,419 9,580,164 9,771,776 9,002,582 887,609 6,510,506 7,812,320 5,742,774 5,842,780 4,449,869 347,558 66,653,254 5,554,437

ログインあたり活動数（学内） 16.10 21.28 27.81 23.60 25.93 67.57 25.92 24.40 20.59 21.72 26.71 44.51 24.21 28.85 

ログインあたり活動数（学外） 19.87 17.22 17.40 17.54 18.11 17.78 17.37 16.97 16.02 16.88 17.21 24.63 17.29 18.08 

2022年度

総ログイン数（学内） 514 31,410 45,078 42,733 33,645 2,160 27,145 40,061 29,687 26,791 12,230 786 292,240 24,353

総ログイン数（学外） 5,894 406,836 453,835 424,065 469,800 57,559 309,639 374,731 294,419 288,144 252,622 13,710 3,351,254 279,271

総活動数（学内） 7,172 686,099 1,064,971 920,057 790,487 126,545 569,402 889,321 569,004 531,925 332,439 18,768 6,506,190 542,183

総活動数（学外） 143,196 6,114,718 6,906,409 6,487,598 7,733,234 929,450 4,234,701 5,162,211 3,950,980 4,156,441 3,874,483 216,827 49,910,248 4,159,187

ログインあたり活動数（学内） 13.95 21.84 23.63 21.53 23.49 58.59 20.98 22.20 19.17 19.85 27.18 23.88 22.26 24.69 

ログインあたり活動数（学外） 24.30 15.03 15.22 15.30 16.46 16.15 13.68 13.78 13.42 14.42 15.34 15.82 14.89 15.74 

2023年度

総ログイン数（学内） 499 34,090 45,845 40,564 34,478 1,280 20,140 39,840 29,053 23,977 14,723 786 285,275 23,773

総ログイン数（学外） 5,616 345,605 385,303 370,119 421,130 39,401 217,034 352,338 280,574 277,077 257,523 18,332 2,970,052 247,504

総活動数（学内） 9,666 668,861 845,998 832,421 813,285 94,323 404,960 793,189 550,690 465,251 359,311 16,605 5,854,560 487,880

総活動数（学外） 82,063 4,690,424 5,158,800 5,249,859 6,314,451 659,843 3,009,405 4,958,734 3,846,908 3,972,131 4,068,833 324,291 42,335,742 3,527,979

ログインあたり活動数（学内） 19.37 19.62 18.45 20.52 23.59 73.69 20.11 19.91 18.95 19.40 24.40 21.13 20.52 24.93 

ログインあたり活動数（学外） 14.61 13.57 13.39 14.18 14.99 16.75 13.87 14.07 13.71 14.34 15.80 17.69 14.25 14.75 

前年同月比

総ログイン数（学内） 97.1% 108.5% 101.7% 94.9% 102.5% 59.3% 74.2% 99.4% 97.9% 89.5% 120.4% 100.0% 97.6% 97.6%

総ログイン数（学外） 95.3% 84.9% 84.9% 87.3% 89.6% 68.5% 70.1% 94.0% 95.3% 96.2% 101.9% 133.7% 88.6% 88.6%

総活動数（学内） 134.8% 97.5% 79.4% 90.5% 102.9% 74.5% 71.1% 89.2% 96.8% 87.5% 108.1% 88.5% 90.0% 90.0%

総活動数（学外） 57.3% 76.7% 74.7% 80.9% 81.7% 71.0% 71.1% 96.1% 97.4% 95.6% 105.0% 149.6% 84.8% 84.8%

活動数ログイン数
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４．ICT委員会構成員

◆ICT委員（2024年10月1日現在）

◆情報メディアセンター事務室

役　職　名 所　　　属 氏　　　名

情報メディアセンター所長 経 営 学 部 岩田　員典

委　　　員

文　学　部 近藤　暁夫

地域政策学部 佐藤　弘隆

短期大学部 迫田　耕作

法　学　部 松井　吉光

経 営 学 部 毛利　元昭

現代中国学部 吉川　  剛

経 済 学 部 池森　  均

国際コミュニケーション学部 梅垣　敦紀

法科大学院 春日　  修

情報システム課

課　長 石原　有希子

係　長 伊神　真悟

課　員
岩田　大輝

石川　彰吾

情報システム課  豊橋分室 係　長 宮部　浩之
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５．愛知大学　情報メディアセンター沿革・歴代所長
年度 組織

1978 　 　
1979 　 　
1980 電子計算機センター 電子計算機センター委員会
1981 　 　
1982 　 　
1983 　 　
1984   
1985   
1986   
1987   
1988   

1989 情報処理センター
 情報処理センター委員会
 　豊橋情報処理センター委員会
 　名古屋情報処理センター委員会

1990 　 　
1991 　 　
1992 　 　
1993 　 　
1994 　 　
1995 　 　
1996 　 　
1997 　 　
1998 　 　
1999 　 　
2000 　 　
2001 　 　
2002 　 　
2003 　 　

2004 情報メディアセンター
 情報メディアセンター委員会
 　豊橋情報メディアセンター委員会
 　名古屋情報メディアセンター委員会

2005 　 　

2006 　
 情報メディアセンター運営会議
 　豊橋情報メディアセンター運営会議
 　名古屋情報メディアセンター運営会議

2007 　
 ICT企画会議
 　豊橋ICT委員会
 　名古屋ICT委員会

2008   
2009   
2010   
2011   
2012  ICT委員会
2013   
2014   
2015   
2016   
2017   
2018   
2019   
2020   
2021   
2022   
2023   
2024   

所長（任期）
豊橋 名古屋
　 　
　 　

津村　善郎
（1980.4.1～1982.4.30）

福田　治郎
（1982.5.1～1985.3.31）

高橋　正
（1985.4.1～1989.3.31）

藤田　佳久
（1989.4.1〜1994.9.30）

坂東　昌子
（1989.4.1～1990.9.30）

浅野　俊夫
（1990.10.1〜1992.9.30）

有澤　健治
（1992.10.1〜1994.9.30）

樋口　義治
（1994.10.1〜1998.9.30）

長谷部　勝也
（1994.10.1〜1998.9.30）

宮沢　哲男
（1998.10.1〜2000.3.31）

有澤　健治
（1998.10.1〜2000.9.30）

小津　秀晴
（2000.4.1〜2002.9.30）

田川　光照
（2000.10.1〜2002.9.30）

龍　昌治
（2002.10.1〜2008.9.30）

坂東　昌子
（2002.10.1〜2006.9.30）

中尾　浩
（2006.10.1〜2008.9.30）

蒋　湧
（2008.10.1〜2010.9.30） 伊藤　博文

（2008.10.1〜2012.9.30）沓掛　俊夫
（2010.10.1〜2012.9.30）

中尾　浩
（2012.10.1〜2014.9.30）

松井　吉光
（2014.10.1〜2018.9.30）

岩田　員典
（2018.10.1～）

システム沿革

IBM製ホストコンピュータ4331　導入
　
　
　
　
　
　
　
　
第1期教育研究情報システム稼動
1988.4〜1991.3

日立製ホストコンピュータ
（HITAC M-640/20）導入

　

第2期教育研究情報システム稼動
1991.4〜1994.3

第3期教育研究情報システム稼動
1994.10〜1997.3（全校舎学内LAN敷設）

第4期教育研究情報システム稼動
1997.4〜2000.9（延長6ヶ月）

10月　第5期教育研究情報システム稼動
 
 
 

4月　第6期教育研究情報システム稼動

 
 
 
 
 
 
 
4月　第7期教育研究情報システム稼動
 
 
 
4月　新名古屋校舎システム稼働
 
 
 

 

愛知大学情報メディアセンター Vol.34, No.1, 2025— 　61 　—



編集後記

　今回は論文3本と研究ノート1本を掲載し，COM第49号として発刊する運びとなりま
した。それぞれの内容は，著者側での組版システムの高機能化，教育現場での生成AIと
の付き合い方，環境センシングデータの解析，3D都市モデルデータの活用推進と，本当
にバラエティに富んでおりました。情報技術がいかに学際的かつ実践的であるかととも
に，これらの成果をここにまとめてお届けできた幸運を実感する次第です。ご寄稿いた
だいた著者の方々に，厚く御礼を申し上げます。
　さて，編集を担当しているからか，電子文書について思いを馳せることが増えまし
た。以前から，論文やレジュメやレポートは電子文書として作成・共有されております
が，その技術を適切に使いこなせているユーザは，デジタルネイティブ世代が台頭し始
めた現在でも，意外に少ないように思います。例えば，Wordの相互参照機能を言われず
とも使う学生を，ほぼ見かけません。作成中に番号がズレ，それを直し漏れていて，そ
れに気付かない。だからと使い方を教えても，使ってもらえない。そういう私自身，大
学生の頃には使っていませんでした。もっとも，私の場合は大抵，組版システムLaTeX
での作成を義務付けられており，そちらでは頑張っていたと自負しておりますが。
　そのLaTeXでの作成をCOMに導入する試みが，前号と今号に載っております。その
組版の出来栄えは，提出原稿の段階で印刷業者によるものとそん色がなく，そのままペ
ージを繋げばよいことに驚嘆しました。気になる方は，ぜひCOMを読み比べてみてくだ
さい。それにしても，著者側でここまで仕上げられると，出版の在り方・望まれ方が変
わってくるのも当然だと思います。印刷業者には気の毒かもしれませんが，それを使い
こなせる技能と上回る品質が求められるということです。実は前号でLaTeXを用いた部
分は全て，文字情報を失ったラスター画像となってしまい，反省点を踏まえた今号の編
集作業でも，業者との調整で混乱が生じました。難しいものです。
　情報技術は常に変化に富み，その一方でそれらに対応することが，人にも社会にも求
められています。これにはまず，「知らせること」と「知ろうとすること」が重要だと
思います。そういった情報交流の場の一つがCOMとなり，ご活用いただく方々が増えま
したら幸いです。寄稿・閲覧など形を問わず，引き続き皆様をお待ちしております。

（M. M.）
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自己紹介

情報システム課　石川

　2024年度の人事異動で情報システム課へ配属となりました。2013年度に入職して
2016年度までの４年間を情報システム課で勤務しました。2017年度から２年間は教務
課、2019年度から５年間までは図書館に勤務しました。この度の異動で７年ぶりに古巣
へと帰ってきました。
　古巣に帰るといっても、７年の間に、コロナ禍があり、AI技術も飛躍的に伸び、国際
事情も様変わりして物価高が止まらないなど、私が所属していた当時とはまるで世界が
変わっていました。担当業務としても、2013年度入職当時は事務情報システムやユーザ
アカウントの管理・運用が主たる業務でしたが、現在は学内ネットワーク管理、LMSシ
ステムの管理・運用と全く異なる業務をしており、１から学びなおしをしています。

　教務課での２年間は、教職課程の担当をしていました。学校教師を目指す学生のため
に、学生の単位をチェックしたり、文科省・教育委員会への申請をしたりすることが業
務の中心でした。
　図書館での５年間では、書籍を集める収書業務や利用者へのレファレンス業務、図書
管理システムの管理・運用と幅広く携わっていました。

　情報システム課、教務課、図書館と行ってきた業務はそれぞれ異なりますが、いずれ
も大学に関係する人のことを考え、より良い研究・教育環境を整えるという目的は一緒
だと感じています。
　７年ぶりに情報システム課に配属となったことを良縁と捉え、周囲への感謝、他者へ
の思いやりを忘れずに日々業務に努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。
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愛知大学情報メディアセンター紀要〈COM〉　原稿募集要項

2024年10月30日改訂

　情報メディアセンター紀要＜ＣＯＭ＞は、下記の要領で原稿を募集しています。詳細につきまして
は、情報メディアセンターまでお問い合わせください。

１．　著者の資格
⑴ 本学教職員および本学教職員との共著者
⑵ 本学非常勤教員
⑶ 本学学生（教員と共著とする。）
⑷ 編集委員会が認めたもの

２．　投稿原稿の内容
投稿原稿は未発表のもので、下記に関係する内容とする。
⑴ 情報教育に関する理論と実践
⑵ 情報科学や情報工学に関する理論とその応用
⑶ 情報システムに関する調査、分析、理論
⑷ コンピュータを活用した研究、教育、および業務等の実践報告
⑸ 本学のコンピュータ利用に関して必要と思われる情報メディアセンターの報告
⑹ その他（編集委員会が認めたもの）

３．　投稿原稿の区分
　投稿された原稿は編集委員会の審査に従って、下記のように区分して掲載する。
ただし、法令等に抵触する、内容に著しい不備がある、執筆要項に従わないなどの
問題があるものは、原稿の修正を依頼することや、掲載を見あわせることがある。
⑴ 論文
⑵ 研究ノート
⑶ 情報教育実践報告
⑷ 書評（新刊・古典・ソフトウェア）
⑸ 学会動向
　 ※ 原稿の体裁と見本については別紙を参照のこと。

４．　原稿の提出要領
⑴ 原稿は、電子ファイルで提出すること。
⑵ 完成された投稿原稿のみを受理する。
⑶ 提出する電子ファイル名は、投稿原稿のタイトルとすること。 
⑷ 図版等がある場合は、その電子ファイルもあわせて提出すること。
　 図版等のファイル形式はjpeg、png、pdfとする。
⑸ 提出ファイルは、原則Microsoft Wordまたはテキスト形式とする。
　 ただし、その他の形式であっても編集委員会が認めた場合は受理する。
⑹ 裏表紙（目次用）として、タイトル、著者名の欧文を添えること。
⑺ 著者は連絡先（ゲラ等の送付先）の住所、電話番号を申し込み先の担当者まで連絡すること。
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５．　投稿原稿の体裁
　投稿原稿は横書きとし、図・表などは適切な場所に分かりやすく挿入すること。
なお、投稿原稿はCOM編集委員会にて共通したフォーマットに統一する。

６．　校正
⑴ 校正は著者校正を2回とする。
⑵ 校正段階での内容の変更は、編集作業に支障をきたさない範囲で行なうこと。

７．　著作権
⑴ 提出された論文の著作権は、原則として愛知大学情報メディアセンターに属し、

無断で複製あるいは転載することを禁じる。
⑵ 論文作成に際して用いたコンピュータソフトや映像ソフト等の著作権に関する問

題は、著者の責任において処理済みであること。他人の著作権の侵害、名誉毀
損、その他の問題が生じないよう十分に配慮すること。

⑶ 万一、執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの指摘がなされ、第三者に損害
を与えた場合、著者がその責を負う。

⑷ 著作人格権は著者に属する。
⑸ 本誌に掲載された原稿は、学内においては、愛知大学情報メディアセンターホー

ムページおよび愛知大学リポジトリにてデジタル公開するものとする。
⑹ 本誌に掲載された原稿は、学外においては国立情報学研究所等へ登録される。
⑺ 本誌に掲載された原稿の著者抄録（要旨・Abstract）は、国立研究開発法人科学

技術振興機構における文献データベースに収録される。その際、第三者および人
工知能（AI）に関連する利用について許諾する。

８．　その他
⑴ 別刷りは著者に対して希望を調査し、30部を上限として無料進呈する。
⑵ 著者には紀要を2部進呈する。ただし希望があれば10部を限度として進呈する。

以上

申し込み・問い合わせ　：愛知大学情報メディアセンター
担当　：情報システム課 　石川　彰吾

E-mail　：johosystem@ml.aichi-u.ac.jp
TEL　：052-564-6117（内線20560）
FAX　：052-564-6217（内線20569）
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愛知大学情報メディアセンター紀要〈COM〉 執筆要項

2014年8月8日改訂

１．　執筆言語
和文もしくは英文とする。

２．　原稿
⑴ 論文・・・・・・和文の場合は30,000文字程度、英文の場合は15,000words程度を上限とす

る。ただし、図版等の数量に応じて調節すること。
⑵ 研究ノート・・・・・・和文の場合は20,000文字程度、英文の場合は10,000words程度を上

限とする。ただし、図版等の数量に応じて調節すること。
⑶ 情報教育実践報告・・・・・・和文の場合は20,000文字程度、英文の場合は10,000words程

度を上限とする。ただし、図版等の数量に応じて調節すること。
⑷ 書評（新刊・古典・ソフトウェア）・・・・・・和文の場合は5,000文字程度、英文の場合

は3,000words程度を上限とする。書評（新刊・古典）には図版等を挿入する
ことはできないが、ソフトウェアレビューについては若干の図版を添えるこ
とが出来る。

⑸ 学会動向・・・・・・COMのフォーマットに従う。
長文の場合は分裁や再提出等の措置を求めることがある。

３．　著者と所属
　著者名と所属を記載し、著者名のあとにカッコ（）に入れて所属を記載する。

４．　セクションタイトルとセクション記号
　本文中の章、節、項、目などの立て方は、原則として以下のとおりとする。

（例）
1.	 章タイトル
1.1　節タイトル
1.1.1　項タイトル
⑴　目タイトル

５．　図・表・写真
　図・表・写真は、本文中の適当な箇所に挿入すること。または、挿入箇所を明確
にすること。
　ただし、COM編集委員会にて挿入位置、サイズを変更する場合があるが、変更不
可の場合は明記のこと。
⑴ 表について
　 表の上部に「表○　表名」（○は表の一連番号）を記載すること。
⑵ 図・写真について

図・写真の下部に「図○　図名」（○は図の一連番号）または「写真○　写真
名」（○は写真の一連番号）を記載すること。
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６．　要旨とキーワード
　論文と研究ノートには要旨とキーワードをつける。要旨は400字以内（200words
以内）で執筆し、本文と同じ言語でもよいし、異なった言語でもよい。キーワード
は国立情報学研究所のCiNii等への正確な登録のために、５～７語程度のキーワード
をつける。

７．　謝辞
　謝辞を記載する場合は、本文の最後に謝辞と小見出しを使い記載する。

８．　注
　注を記載する場合は、以下のいずれかの方法による。
⑴ 該当ページの下部または見開きの前後２ページ分の後のページの本文の下部に脚

注として記載する。
⑵ 本文の末尾に後注として一括して記載する。本文の後に１行空けてから「注」と

いう見出しを立て、その次の行から、注を一括して記載する。
　 上記のいずれの場合も本文中の該当箇所には、番号と右丸括弧を使い注１）のよう

に上付きで記すこと。

９．　参考文献
　参考文献の記載は、本文の後（注がある場合は注の後）に１行空けてから「参考
文献」という見出しを立て、その次の行から、参考文献を一括して記載すること。
本文中の該当箇所には、番号と右丸括弧を使い１）のように上付きで記すこと。
　参考文献は原則として、雑誌の場合には、著者、標題、雑誌名、巻、号、ペー
ジ、発行年を、単行本の場合には、著者、書名、ページ数、発行所、発行年を、こ
の順に記す。引用番号の記し方は本文上に出現した順番とし、次の例を参照にされ
たい。

（例）
1 山田太郎：偏微分方程式の数値解法，情報処理，Vol.1, No.1, pp.6-10（1960）.
2 Feldman, J.and Gries, D.: Translater Writing System, Comm. ACM, Vol.11, No.2, 

pp.77-113（1968）.
3 大山一夫：電子計算機，p.300，情報出版，東京（1991）.
4 Wilkes, M. V: Time Sharing Computer Systems, p.200, McDonald, New York（1990）.

以上
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